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新規情報および変更情報 
次の表は、この最新リリースまでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、今リリースまでの変更点
や新機能の一部は表に記載されていません。 

 

リリース バージョ
ン 

特長 説明 

NDFC  リリー
ス 12.2.2 

ePBR サポート NDFC リリース 12.2.2 以降では、レイヤ 4 からレイヤ 7 へ
のサービス負荷バランシング、および単一サイトのトラフィ
ックステアリングとリダイレクションに使用される拡張ポリ
シーベースリダイレクト（ePBR）のサポートを使用できま
す。 

NDFC  リリー
ス 12.2.2 

更新されたワークフ
ローと用語 

NDFC リリース 12.2.2 以降、 レイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービス
を構成するためのワークフローが拡張されました。 

さらに、以前のリリースで使用されていた次の用語が変更され
ました。 

• サービス ノードは、以前の DCNM および NDFC リリー
スの PBR コンテキストのサービスノードに関連している
ため、名前がサービス クラスタ に変更されました。 

• ルート ピアリングの名前がサービス機能に変更されました 

• サービス ポリシーの名前がサービス挿入に変更されました 
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レイヤ4～レイヤ7サービスの設定 
Cisco Nexus Dashboard Fabric Controller では、レイヤ 4 ～レイヤ 7 （L4～L7）サービス デバイスをデ
ータ センター ファブリックに挿入する機能が導入されました。これらの L4～L7 サービス デバイスにト
ラフィックを選択的にリダイレクトすることもできます。L4～L7 サービス クラスタを追加し、L4～L7 サ
ービス クラスタと L4～L7 サービス リーフ スイッチの間にサービス機能を作成してから、これらの L4～
L7 サービス クラスタにトラフィックを選択的にリダイレクトできます。 
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レイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービス 
[レイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービス（Layer 4 to Layer 7 Services）] ウィンドウに移動するには、次の手順を実
行します。 

1. [管理（Manage）] > [ファブリック（Fabrics）] の順に選択します。 

2. 適切なData Center VXLAN EVPN ファブリックをダブルクリックして、そのファブリックの [ファブ

リックの概要（Fabric Overview）]  
ウィンドウが開きます。 

3. そのファブリック の [サービス（Services）] タブをクリックします。 

次の場所に移動して、スイッチに固有のサービス情報を表示することもできます。 

[管理（Manage）] > [スイッチ（Switches）] > [スイッチの概要（Switches Overview）] > [サービス

（Services）]  

NDFC リリース 12.2.2 は、次の使用例を含む、レイヤ 4 ～レイヤ 7 の統合サービス フローを提供します。 

• サービス チェーンへのリダイレクト 

• デフォルト ゲートウェイとしてのサービス 

• 境界サービス 

• レガシー サービス リダイレクト 

スイッチの構成は、接続されているユース ケースに応じて、対応する機能 CLI を使用して生成されます。 

サービスクラスタ 
NDFC リリース 12.2.2 では、サービス ノードはサービス スイッチと同じ VXLAN EVPN ファブリックに
存在するため、サービス クラスタの外部ファブリックを作成する必要はありません。Nexus Dashboard 
Fabric Controller は、サービス クラスタを自動検出または検出しません。サービス クラスタ名、タイプ、
およびフォーム ファクタも指定する必要があります。サービス クラスタの名前は、ファブリック内で一
意である必要があります。サービス クラスタはリーフ、ボーダー リーフ、ボーダー スパイン、ボーダー 
スーパー スパインまたは vPC ボーダー ゲートウェイにアタッチされます。Nexus Dashboard ファブリ
ック コントローラは、サービス スイッチの新しいスイッチ ロールを定義しません。 

Nexus Dashboard ファブリック コントローラは、サービス クラスタに接続されているスイッチを管理し
ます。Nexus Dashboard ファブリック コントローラは、接続されているこれらのスイッチのインターフ
ェイスも管理します。サービス アプライアンスが接続されているインターフェイスがトランク モードで
あり、どのインターフェイス グループにも属していないことを確認します。レイヤ 4 からレイヤ 7 のサ
ービスは、そのモードを変更しません。接続されたスイッチが vPC ペアを形成している場合、接続された
スイッチの名前は両方のスイッチの組み合わせになります。 

MSD サポート 
この機能は、マルチサイト ドメイン（MSD）のメンバー ファブリックをサポートします。サービス クラ
スタの作成時に MSD メンバー ファブリックをアタッチされたファブリックとして選択し、サービス クラ
スタ（ファイアウォール、ロード バランサなど）を作成し、選択した MSD メンバー ファブリック内のス
イッチにサービス ノードをアタッチし、サービス機能とサービス挿入を定義し、選択した MSD メンバー
ファブリックの関連構成を展開します。サービスを構成する手順の詳細については、「レイヤ 4 ～ レイヤ 
7 サービスの構成」を参照してください。 
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RBAC サポート 
レイヤ 4 から レイヤ 7 のサービスは、ロールベース アクセス コントロール（RBAC）とファブリック ア
クセス モードをサポートします。 

admin、stager、および operator は、 Nexus Dashboard Fabric Controller の事前定義済みロールです。
次の表に、各ロールが実行できるさまざまな操作を示します。 

 

サービス オペレー

ション 
サービス挿入 サービス機能 サービス クラスタ サービス チェーン 

作成/更新/削除 admin、stager admin、stager admin admin、stager 

リスト admin, stager, 
operator 

admin, stager, 
operator 

admin, stager, 
operator 

admin, stager, 
operator 

Attach/Detach admin、stager 該当なし 該当なし 該当なし 

 

境界スイッチの WAN インターフェイスでのトラフィック リ
ダイレクト サポート 
サービス チェーンへのリダイレクトとレガシー サービス リダイレクトのユース ケースでは、サービス挿
入のソース ネットワークまたは宛先ネットワークとして、トップダウン構成で定義されていない任意のネ
ットワークを指定できます。これは、南北トラフィックのポリシー適用の合理化に役立ちます。Nexus 
Dashboard ファブリック コントローラ UI には、VRF アソシエーションを持つすべてのボーダー スイッ
チ（スタンドアロンまたは vPC）のルーテッド レイヤ 3 インターフェイスがリストされます。その後、
定義されたポリシーに関連付ける必要がある必要なインターフェイスを選択できます。境界スイッチには、
境界リーフ、境界スパイン、境界スーパー スパイン、境界ゲートウェイが含まれます。複数のインターフ
ェイス アソシエーションを設定できます。たとえば、1 つのボーダー スイッチに対して複数の L3 インタ
ーフェイス、サブインターフェイス、およびポート チャネルを選択できます。インターフェイス アソシ
エーション用に複数の境界スイッチを選択することもできます。詳細については、『Cisco Nexus 9000 
シリーズ NX-OS ユニキャスト ルーティング構成ガイド』を参照してください。 

ポリシーの方向によっては、「任意」または任意のネットワークのボーダー スイッチとインターフェイス
の関連付けが不要な場合があります。たとえば、転送ポリシーの場合、「任意」または任意の宛先ネット
ワークには、ボーダー スイッチとインターフェイス入力またはルートマップの関連付けは必要ありません。
リバース ポリシーの場合、ボーダー スイッチとインターフェイスまたはルート マップの関連付けは、
「任意」または任意の送信元ネットワークには必要ありません。 

「任意」または任意のネットワークを含むポリシーが接続されると、ポリシー関連のCLIが生成され、ボー
ダー スイッチの選択されたレイヤ 3 ルーテッド インターフェイスに関連付けられます。そのポリシーを
展開すると、選択した境界スイッチに CLI がプッシュされます。サービス挿入統計図には、ユース ケース
に応じて、PBR または ePBR 関連のポリシー統計データが含まれます。 

ePBR サポート 
NDFC リリース 12.2.2 以降では、レイヤ 4 からレイヤ 7 へのサービス負荷バランシング、および単一サ
イトのトラフィックステアリングとリダイレクションに使用される拡張ポリシーベースリダイレクト
（ePBR）のサポートを使用できます。 

ePBR は、ポリシーベースのリダイレクトソリューションを活用してトラフィックを誘導し、アプリケー
ションベースの回送を有効にします。 ePBR を使用すると、同じファブリック内またはファブリック間で

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/unicast/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Unicast_Routing_Configuration_Guide_7x.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/unicast/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Unicast_Routing_Configuration_Guide_7x.html


5  Cisco Confidential 

サービス チェーンを有効にすることもできます 。 
ePBR サービスフローは、前のセクションで説明したように、PBR サービスフローに似ており、サービス 
クラスタ、サービス機能、およびサービス挿入機能で構成されています。 

ePBR サービス フローでのサービス挿入は、NDFC リリース 12.2.2 の同じファブリックでのサービス チ
ェーンをサポートします。サービス チェーン内のサービス クラスタは、さまざまなサービス クラスタ  タ
イプの任意の組み合わせにすることができ、さまざまな障害アクションを定義することもできます。複数
の送信元ネットワークと接続先ネットワークをサービス挿入に関連付けることができます。また、1 つの 
ACL で複数の ACL と複数の ACE を定義して、サービス挿入を簡単にアプリケーションできます。 

スタティックルート 
レイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービスは、静的ルートで参照されている VRF がアタッチされているすべての 
VTEP（サービス リーフスイッチを含む）に静的ルートをプッシュします。これにより、スタティック ル
ートによるサービス クラスタのフェールオーバーが促進されます。 

NDFC リリース12.1.3 以降では、オプションの [ゲートウェイ IP のエクスポート（Export Gateway 
IP）] フラグを有効にして、ゲートウェイ IP（サービス クラスタ IP）アドレスをネクスト ホップとして
エクスポートすることもできます。これにより、サービス スイッチ（サービス クラスタが接続されてい
るスイッチ）でのみ展開されます。 
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レイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービスのガイドラインと制
限事項 

• Nexus Dashboard ファブリック コントローラの L4～L7 サービスは、ファイアウォール、ロード バ
ランサ、仮想ネットワーク機能などのサービス ノードを管理またはプロビジョニングしません。 

• L4～L7 サービス機能は、データ センター VXLAN EVPN  
テンプレートを使用する VXLAN BGP EVPN ファブリックでのみサポートされます。 

• この機能で定義されているサービス挿入は、ポリシーベース回送（PBR）を利用し、NDFC リリース 
12.2.2 以降では、拡張ポリシーベース回送（ePBR）を利用します。詳細については、次のマニュアル
を参照してください。 

◦ PBR および ePBR 関連構成および制約については、『Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ePBR 
構成ガイド』を参照してください。 

◦ PBR および ePBR 関連構成および制約については、『Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS ePBR 
構成ガイド』を参照してください。 

• ePBR 機能では、アクティブ/スタンバイ、スケールアップ、およびスケールアウトのクラスタ展開が
サポートされています。 

• この機能は、Cisco Cloud Scale プラットフォーム スイッチを、リーフ、ボーダー リーフ、ボーダー 
スパイン、ボーダー スーパース パイン、およびボーダー ゲートウェイ スイッチとして動作するよう
にサポートします。 

• ePBR のサポートは、NX-OSリリース10.2(5) 以降の VTEP を対象としています。 

• eBGP ピアリングを使用したワンアーム展開はサポートされていません。 

• L4～L7 サービス REST API は、Nexus Dashboard ファブリック コントローラによりパッケージ化さ
れた REST API ドキュメントからアクセスできます。詳細については、 『Cisco Nexus Dashboard フ
ァブリック コントローラ REST API リファレンス ガイド』を参照してください。 

• ロード シェアリングはサポートされていません。 

• IPv6 は、レイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービスではサポートされていません。アンダーレイ制約の IPv6 を使
用した VXLAN 上の PBR については、『 Cisco Nexus 9000 シリーズ  NX-OS  VXLAN 構成ガイド』
を参照してください。 

• この機能は、必要に応じてサービスネットワークを作成、更新、削除します。サービス ネットワーク
は、[管理（Manage）] > [ファブリック（Fabrics）] > [ネットワーク（Networks）] ウィンドウから
作成または削除することはできません。 

• NDFC リリース 12.2.2 のレイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービスは、変更制御をサポートしていません。 

• 完全な保留中の構成を生成するには、サービス挿入がアタッチまたはデタッチされた後に、ファブリ
ックレベルで [再計算と展開（Recalculate and Deploy ）] を実行する必要があります。 

https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/switches/nexus-9000-series-switches/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/switches/nexus-9000-series-switches/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/switches/nexus-9000-series-switches/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/switches/nexus-9000-series-switches/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nx-os/nexus9000/102x/configuration/vxlan/cisco-nexus-9000-series-nx-os-vxlan-configuration-guide-release-102x/m_configuring_vxlan_with_ipv6_in_the_underlay_vxlanv6.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/nx-os/nexus9000/102x/configuration/vxlan/cisco-nexus-9000-series-nx-os-vxlan-configuration-guide-release-102x/m_configuring_vxlan_with_ipv6_in_the_underlay_vxlanv6.html
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サービス デバイスのタイプ 
Cisco Nexus Dashboard ファブリック コントローラの L4～L7 サービスは、すべてのベンダーのサービ
ス クラスタ接続をサポートします。データセンターに導入される一般的なサービス クラスタ タイプは、
ファイアウォール、ロード バランサ、およびその他のレイヤ 4 〜レイヤ 7 製品です。 

サポートされているファイアウォール ベンダーの例は、Cisco Systems、Palo Alto Networks、Fortinet、
Check Point Software Technologies などです。 

サポートされているロード バランサ ベンダーの例は、F5 ネットワーク、Citrix システム、A10 ネットワ
ークなどです。 

これらの例のリストは例として使用するものであり、すべてを網羅するものでは 
ありません。L4～L7 サービス接続は汎用であり、すべてのベンダー サービス クラスタに適用されます。 
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レイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービスのファブリック
設定の構成 
レイヤ 4 ～ レイヤ 7 のサービス機能を有効にするには、特定のファブリック構成を行う必要があ

ります。これらの設定を構成するには： 

1. レイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービス機能を有効にする VXLAN EVPNファブリックの [概要（Overview）] 
ページに移動します。 

◦ 新規 VXLAN EVPN ファブリックを作成している場合： 

a. [管理（Manage）] > [ファブリック（Fabrics）] に移動し、[アクシ

ョン（Actions）] > [ファブリックの作成（Create Fabric）] をクリ

ックします。[ファブリックの作成（Create Fabric）] ウィンドウが

表示されます。 

b. ファブリック名を入力し、 Data CenterVXLAN EVPN テンプレートを選択します。 

◦ 既存の VXLAN EVPNファブリックを編集する場合： 

a. [管理（Manage）] > [ファブリック（Fabrics）] に移動し、VXLAN ファブリックをダブルクリ
ックします。 

b. [アクション（Actions）] > [ファブリックの編集（Edit Fabric）] をクリックします。 

2. この VXLAN EVPNファブリックの [詳細（Advanced）] タブをクリックし、次の構成を行います。 

a. [ L4～L7 サービスの回送の有効化 ] フィールドで、チェックチェックボックスをオンにして、指定
したポリシーに基づくパケットの回送を有効にします。 

3. [技術情報（Resources）] タブをクリックし、次の構成を行います。 

a. [サービス ネットワーク VLAN 範囲（Service Network VLAN Range）] フィールドで VLAN 範囲
を指定します。 

これは、スイッチ オーバーレイ サービス ネットワーク単位での VLAN 範囲です。最小許容値は 2、
最大許容値は 4094 です。 

b. [ルート マップ シーケンス番号の範囲（Route Map Sequence Number Range）] フィールドの値
を指定します。 

最小許容値は 1 で、最大許容値は 65534 です。 

c. ePBR サービス エンドポイント プローブが必要な場合は、[VRF ごとの VTEP ループバック自動プ

ロビジョニングごと（Per VRF Per VTEP Loopback Auto-Provisioning）] オプションを有効に
し、IPv4 または IPv6 のループバック範囲の VRF ごとの VTEP IP Pool ごとに 指定します。 

4. [保存（Save）] をクリックして、更新された構成を保存します。 
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レイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービスの構成 
Cisco Nexus Dashboard ファブリック コントローラの Web UI で レイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービスまたは 
Elastic Service を起動するには、[管理（Manage）] > [ファブリック（Fabrics）] > [ファブリックの概要

（Fabric Overview）] >  [サービス（Services）] を選択します。 

次の場所に移動して、スイッチに固有の [サービス（Services）] ウィンドウを表示することもできます。 

[管理（Manage）] > [スイッチ（Switches）] > [スイッチの概要（Switches Overview）] > [サービス

（Services）]  
 

 
[サービス（Services）] ウィンドウには、次のタブが表示されます。 

• 構成例：レイヤ 4 ～レイヤ 7 のサービスセットアップの例を示します。 

• サービス挿入（Service Insertions）： NDFCで構成したレイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービス挿入を表示し
ます。 

• サービス機能（Service Functions）]：NDFC で構成したレイヤ 4 ～ レイヤ 7 のサービス機能を表示
します。 

• サービス クラスタ（Service Clusters）：NDFC で構成したレイヤ 4 ～ レイヤ 7 のサービス クラス
タを表示します。 

• サービス チェーン（Service Chains）]： NDFC で構成したレイヤ 4 ～ レイヤ 7 のサービス チェー
ンを表示します。 

• 監査履歴（Audit History）：選択したサービス挿入またはサービス機能に関連するレイヤ 4 ～ レイ
ヤ 7 サービス関連のアクションと詳細の監査履歴を表示できます。 
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サービス挿入を追加 
サービス挿入を追加するには： 

1. [サービス インスタンス（Service Instance）] タブに移動します。 

a. 次の順に選択： 

[管理（Manage）] > [ファブリック（Fabrics）] 

b. 適切な Data Center VXLAN EVPN ファブリックをダブルクリッ

クします。ファブリックの[概要（Overview）] ウィンドウが表

示されます。 

c. [サービス（Services）] タブをクリックします。 

d. [サービス挿入（Service Insertions） ] サブタブをクリックします。 

構成されているサービス挿入のリストが表示されます。 

2. [アクション（Actions）] > [サービス挿入の追加（Add Service Insertion）] をクリックします。 

[サービス挿入の追加（Add Service Insertion）] ウィンドウが表示されます。 

3. [サービス挿入の名（Service Insertion Name）] フィールドに、サービスの

名前を入力します。名前にはアルファベット、数字、アンダースコア、また

は文字を含めることができます。 

4. [使用例] フィールドで、次のタイプのサービス挿入の使用例から選択します。 

◦ サービス チェーンへのリダイレクト：ヘルス モニタリングによる選択的トラフィック リダイレク
ト、ロードバランシング、およびサービスチェー二ング 

◦ デフォルト ゲートウェイとしてのサービス：デフォルト ゲートウェイとしてのサービスによる 
VRF 内リダイレクトまたはテナント内リダイレクト 

◦ 周辺サービス（Perimeter Service）：VRF 間またはテナント間サービス リダイレクト 

◦ レガシー サービス リダイレクション（Legacy Service Redirection）：レガシー PBR ワークフロ
ーを使用した選択的トラフィックク リダイレクション（正常性モニタリングなし） 

サービス チェーンへのリダイレクト 
このサービス挿入使用例はヘルス モニタリングによる選択的トラフィック リダイレクト、ロード バランシ
ング、およびサービス チェーンを構成します。 

1. この使用例でサービス挿入を構成するために必要な情報を入力します。 
 

フィールド 説明 
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トラフィック送信元VRF このサービス挿入の使用例に関連付ける既存のトラフィック送信元VRF を
選択するか、[VRF の作成（Create VRF）] をクリックして新しい VRF を
作成します。詳細については、LAN 動作モード 構成のファブリックの概要
の「VRF」セクションを参照してください。 

トラフィック宛先VRF このサービス挿入の使用例に関連付ける既存のトラフィック接続先VRF を
選択するか、[VRF の作成（Create VRF）] をクリックして新しい VRF を
作成します。詳細については、LAN 動作モード 設定のファブリックの概要
の「VRF」セクションを参照してください。 

切り離し/接続 スイッチを切り替えて、切り離しまたは接続します。 

方向（Direction） このサービス挿入の使用例の方向を選択します。オプションは、次のとおり
です。 

• 双方向 

• 転送 

• 反転 

統計の有効化 このサービス挿入の使用例の統計を有効にするには、このチェックボックス
をオンにします。 

2. [トラフィック フロー リダイレクト（Traffic Flow Redirects）] エリアで、[トラフィックフローリダ

イレクトの追加（Add Traffic Flow Redirect ）] をクリックし、必要な情報を入力します。 
 

フィールド 説明 

ACL名の照合 構成済みのACL（ACL）をドロップダウン  リストから選択するか、
[ Create ACL ] をクリックして新しいACLを作成します。詳細について
は、 「ACL テンプレート」 を参照してください。 

アクションの照合 適切な ACL 照合アクションを選択します。オプションは、次のとおりで
す。 

• リダイレクト 

• ドロップ 

• 除外 

 

 サービス チェーンのサービス挿入 には 、1 つ
のドロップ  と  1 つの  除外  のみ  を含めること  ができ 
ます。 

サービスチェーン名 ドロップダウン リストから構成済みのサービス チェーンを選択するか、
[サービス チェーンの作成（Create Service Chain）] をクリックして新し
いサービス チェーンを作成します。詳細については、「サービス チェーン 
の追加  」を参照してください。 

詳細 構成したトラフィック フロー リダイレクトの詳細を提供します。追加の詳
細が構成されているが、[詳細（Details）] エリアに表示されない場合は、
鉛筆アイコン（編集）をクリックし、[サービス  チェーン名（Service 
Chain Name）] エントリの下にある [詳細の表示（ビュー Details）] をク
リックします。 

3. このトラフィック フロー リダイレクトの構成が完了したら、行の末尾にあるチェック マークをクリ
ックして、入力した値を受け入れます。 
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追加のトラフィック フロー リダイレクトを構成するには、これらの手順を繰り返します。 

4. [ネットワーク（Networks）] エリアで、[行の追加（Add Row）] をクリックし、必要な情報を入力し
ます。 

 

フィールド 説明 

送信元ネットワーク 選択した ACL または新しく作成した ACL の ACL エントリに基づいて、送
信送信元ネットワーク フィールドと接続先ネットワーク フィールドが自動
的に入力されます。システムが自動入力した送信元ネットワークまたは接
続先ネットワーク、あるいはその両方を上書きできます。 

システムが自動入力した送信元ネットワークまたは接続先ネットワーク、
あるいはその両方を上書きする場合は、ドロップダウン リストから構成済
みの送信元ネットワークまたは接続先ネットワークを選択するか、 [ネット

ワークの作成（Create Network）] をクリックして新しいネットワークを
作成します。詳細については、LAN 動作モード 構成のファブリックの概要
の「VRF」セクションを参照してください。 

 
 サービス チェーンへのリダイレクトの使用例では 

 、送信元ネットワークと接続先ネットワークを同じにするこ
とはできませ ん。 

宛先ネットワーク
（Destination Network） 

送信元スイッチ(インターフェイス) 

必要に応じて、送信元
スイッチ インターフェ
イスを選択します。 

接続先スイッチ(インターフェイス) 

5. このネットワークの構成が完了したら、行の末尾にあるチェックマークをクリックして、入力した値
を受け入れます。 

追加のトラフィックを構成するには、これらの手順を繰り返します。 

6. この使用例でサービス挿入を追加するために必要な情報を入力したら、[保存（Save）] をクリックし
ます。 

[ファブリックの概要（Fabric Overview）] ページに戻り、 [サービス（Services）] > [サービス

挿入（Service Insertions ）] が選択されています。表示される構成済みサービス挿入のリストで、

次のいずれかの操作を実行します。 

• サービス挿入のエリアの右上隅にある下矢印をクリックすると、そのサービス挿入に関する追加情報
が表示されます。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）] をクリックして、そのサービス挿入
構成を編集します。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（ Actions）] > [アタッチ（Attach ）] をクリックして、そのサー
ビス挿入構成を接続します。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [切り離し（Detach）] をクリックして、そのサ
ービス挿入構成を切り離します。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）]  > [削除（削除）] の順にクリックして、そのサービ
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ス挿入を削除します。 

• [統計/プローブの詳細（Statistics/Probe Details）] エリアの [詳細の表示（View （Details）] をク
リックして、そのサービス挿入の統計を表示します。詳細については、 「サービス挿入統計情報の表
示」 を参照してください。 

デフォルト ゲートウェイとしてのサービス 
このサービス挿入の使用例では、サービスをデフォルト ゲートウェイとして VRF 内またはテナント内リダ
イレクトを構成します。 

1. この使用例でサービス挿入を構成するために必要な情報を入力します。 
 

フィールド 説明 

外部VRF名 このサービス挿入の使用例に関連付ける既存の外部 VRF を選択するか、
[VRF の作成（Create VRF）] をクリックして新しい VRF を作成します。
詳細については、LAN 動作モード構成のファブリックの概要の「VRF」セ
クションを参照してください。 

切り離し/接続 スイッチを切り替えて、切り離しまたは接続します。 

サービス機能 サービス機能のプルダウン リストには、 N Arms 接続モードを持ち、一致
する外部 VRF を持つサービス機能が事前に入力されています。このサービ
ス挿入の使用例に関連付ける既存のサービス機能を選択するか、[サービス

機能の作成（Create Service Function）] をクリックして新しいサービス
機能を作成します。詳細については、「サービス機能の追加 」を参照して
ください。 

2. [L2 ネットワーク内（ Inside L2 Network） ] エリアで、 [L2 ネットワークの追加（Add L2 
Network）] をクリックし、このサービス挿入の使用例に関連付ける既存のレイヤ 2 ネットワークを
選択するか、[ネットワークの作成（Create Network）] をクリックして新しいレイヤ 2 ネットワー
クを作成します。詳細については、LAN 動作モード 構成のファブリックの概要の「ネットワーク」セ
クションを参照してください。 

3. 内部 L2 ネットワークの構成が完了したら、行の末尾にあるチェックマークをクリックして、入力した
値を受け入れます。 

必要に応じて、これらの手順を繰り返して、追加の内部 L2 ネットワークを構成します。 

4. この使用例でサービス挿入を追加するために必要な情報を入力したら、[保存（Save）] をクリックし
ます。 

[ファブリックの概要（Fabric Overview）] ページに戻り、[サービス（Services）] > [サービス

挿入（Service Insertions）] が選択されます。表示される構成済みサービス挿入のリストで、次のい

ずれかの操作を実行します。 

• サービス挿入のエリアの右上隅にある下矢印をクリックすると、そのサービス挿入に関する追加情報
が表示されます。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [編集）] をクリックして、そのサービス挿入構成
を編集します。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [接続（Attach）] をクリックして、そのサービス
挿入構成をアタッチします。 
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• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [切り離し（Detach）] をクリックして、そのサ
ービス挿入構成を切り離します。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（ Actions）] > [削除（削除）] の順にクリックして、そのサービ
ス挿入を削除します。 

• [統計/プローブの詳細（Statistics/Probe Details ）] エリアの [表示（View）] [詳細（Details））] 
をクリックして、そのサービス挿入の統計を表示します。詳細については、 「サービス挿入統計情報
のビュー」 を参照してください。 

境界サービス 
このサービス挿入の使用例では、VRF 間またはテナント間のサービス リダイレクションを構成します。 

1. この使用例でサービス挿入を構成するために必要な情報を入力します。 
 

フィールド 説明 

外部VRF名 このサービス挿入の使用例に関連付ける既存の外部 VRF を選択するか、
[VRF の作成（Create VRF）] をクリックして新しい VRF を作成します。
詳細については、LAN 動作モード設定のファブリックの概要の「VRF」セ
クションを参照してください。 

内部VRF名 このサービス挿入の使用例に関連付ける既存の内部 VRF を選択するか、
[VRF の作成（Create VRF）] をクリックして新しい VRF を作成します。
詳細については、LAN 動作モード設定のファブリックの概要の「VRF」セ
クションを参照してください。 

切り離し/接続 スイッチを切り替えて、切り離しまたは接続します。 

サービス機能 サービス機能プルリストには、一致する外部 VRF と内部 VRF を持つサービ
ス機能が事前に入力されています。このサービス挿入使用例に関連付ける既
存のサービス機能を選択するか、[サービス機能の作成（Create Service 
Function）]  をクリックして新しいサービス機能を作成します。詳細につ
いて は、「サービス  機能 の追加」を参照してください。 

 
手動ループバックを選択し、ファイアウォールが共通の VRF を使用して内部 VRF また
は外部 VRF に接続する場合は、 

 外部 VRF と内部 VRF に異なるループバック IP アドレスを入力します。 
 

2. この使用例でサービス挿入を追加するために必要な情報を入力したら、[保存（Save）] をクリックし
ます。 

[ファブリックの概要（Fabric Overview）] ページに戻り、[サービス（Services）] > [サービス

挿入（Service Insertions）] が選択されています。表示される構成済みサービス挿入のリストで、次

のいずれかの操作を実行します。 

• サービス挿入のエリアの右上隅にある下矢印をクリックすると、そのサービス挿入に関する追加情報
が表示されます。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）] をクリックして、そのサービス挿入
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構成を編集します。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [接続（Attach）] をクリックして、そのサービス
挿入構成を接続します。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [切り離し（Detach）] をクリックして、そのサ
ービス挿入構成を切り離します。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [削除（Delete）] の順にクリックして、そのサー
ビス挿入を削除します。 

• [統計/プローブの詳細（Statistics/Probe Details）] エリアの [表示（View）][詳細（Details）]  を
クリックして、そのサービス挿入の統計を表示します。詳細については、 「サービス挿入統計情報の
表示」 を参照してください。 

レガシー サービス リダイレクト 
このサービス挿入の使用例では、レガシー PBR ワークフローを使用して選択的なトラフィック リダイレク
ションを構成します。ヘルス モニタリングは、この使用例では構成されません。 

1. この使用例でサービス挿入を構成するために必要な情報を入力します。 
 

フィールド 説明 

VRF Name このサービス挿入の使用例に関連付ける VRF を選択するか、[VRF の作成

（Create VRF）] をクリックして新しい VRF を作成します。詳細について
は、LAN 動作モード設定のファブリックの概要 の「VRF」セクションを参
照してください。 

切り離し/接続 スイッチを切り替えて、切り離しまたは接続します。 

方向（Direction） このサービス挿入の使用例の方向を選択します。オプションは、次のとおり
です。 

• 双方向 

• 転送 

• 反転 

統計の有効化 このサービス挿入の 使用例の統計を有効にするには、このチェックボック
スをオンにします。 

一致したACLの名前 構成済みのACL（ACL）をドロップダウン リストから選択するか、[ACL 
の作成（Create ACL）] をクリックして新しいACLを作成します。詳細に
ついては、 「ACL テンプレート」 を参照してください。 

サービス機能 [サービス機能（Service Function）] プルダウン リストには、一致する 
VRF があり、プローブが定義されていないサービス機能が事前に入力され
ています。このサービス挿入使用例に関連付ける既存のサービス機能を選
択するか、[サービス機能の作成（Create Service Function）] をクリック
して新しいサービス機能を作成します。詳細については、「サービス機能
の追加 」を参照してください。 

単一サービス リダイレ
クト テンプレート 

service_pbr サービス リダイレクト テンプレートを選択します。詳細につ
いては、「サービス挿入 テンプレート 」を参照してください。 

2. [一般パラメータ（General Parameters）] タブをクリックし、必要な情報を入力します。 
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フィールド 説明 

ルートマップアクション ドロップダウン リストからアクションを選択します。オプションはpermit
またはdenyです。[許可（permit）]を選択すると、一致したトラフィック
はネクストホップオプションと定義されたポリシーに基づいてリダイレク
トされます。[拒否（deny）]を選択すると、トラフィックはルーティング
テーブルルールに基づいてルーティングされます。 

ネクストホップオプショ
ン 

ネクストホップのオプションを指定します。オプションは、  none、 
drop-on-fail、および dropです。[none] を選択すると、一致したトラフ
ィックは定義された PBR ルールに基づいてリダイレクトされます。drop-
on-failを選択すると、指定したネクストホップが到達不能な場合、一致し
たトラフィックはドロップされます。ドロップを選択すると、一致したト
ラフィックがドロップされます。 

3. [詳細設定（Advanced）] タブをクリックし、必要な情報を入力します。 

[詳細（Advanced）] タブのすべての値は、 特に指定しない限り自動的に生成されます。  
 

フィールド 説明 

ACL 名 生成されたアクセス制御リスト（ACL）の名前を指定します。指定しない場
合、これは自動生成されます。 

リバース トラフィック
の ACL  名
前 

反転トラフィック用に生成されるACLの名前を指定します。指定しない場
合、これは自動生成されます。 

ルート
番号 

マッ
プ 

match ルート マップの一致番号を指定します。有効な値の範囲は 1 ～ 65535 で
す。指定しない場合、ルートマップの一致シーケンス番号が事前定義され
たリソースプールから取得されます。この番号は、ACLの名前に関連付け
られます。 

逆に一
致した 

ルー
ト
番
号 

トラ
フィック 
マップ 

リバース トラフィックのルート マップ一致番号を指定します。有効な値の
範囲は 1 ～ 65535 です。指定しない場合、ルートマップの一致シーケン
ス番号が事前定義されたリソースプールから取得されます。この番号は、
リバース トラフィック用に生成された ACL の名前に関連付けられます。 

4. [ネットワーク（Networks）] エリアで、[行の追加（Add Row）] をクリックし、必要な情報を入力し
ます。 

 

フィールド 説明 

送信元ネットワーク ドロップダウンリストから構成済みの送信元ネットワークを選択するか、
[ネットワークの作成（Create Network）] をクリックして新しいネットワ
ークを作成します。詳細については、『About Fabric Overview for LAN 
Operational Mode Setups』の「Networks」セクションを参照してくださ
い。 
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宛先ネットワーク
（Destination Network） 

ドロップダウンリストから構成済みの接続先ネットワークを選択するか、
[ネットワークの作成（Create ネットワーク）] をクリックして新しいネッ
トワークを作成します。詳細については、LAN 動作モード 構成のファブリ
ックの概要の「ネットワーク」セクションを参照してください。 

送信元スイッチ(インタ
ーフェイス) 

必要に応じて、送信元スイッチ インターフェイスを選択します。 

接続先スイッチ(インタ
ーフェイス) 

必要に応じて、接続先スイッチ インターフェイスを選択します。 

5. このネットワークの構成が完了したら、行の末尾にあるチェックマークをクリックして、入力した値
を受け入れます。 

追加のトラフィックを構成するには、これらの手順を繰り返します。 

6. この使用例でサービス挿入を追加するために必要な情報を入力したら、[ 保存（Save）] をクリックし
ます。 

[ファブリックの概要（Fabric Overview）] ページに戻り、 [サービス（Services）] > [サービス

挿入（Service Insertions）] が選択されています。表示される構成済みサービス挿入のリストで、次

のいずれかの操作を実行します。 

• サービス挿入のエリアの右上隅にある下矢印をクリックすると、そのサービス挿入に関する追加情報
が表示されます。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）] をクリックして、そのサービス挿入
構成を編集します。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [接続（Attach）] をクリックして、そのサービス
挿入構成を接続します。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [切り離し（Detach）] をクリックして、そのサ
ービス挿入 構成を切り離します。 

• サービス挿入を選択し、[アクション（Actions）] > [削除（削除）] の順にクリックして、そのサービ
ス挿入を削除します。 

• [統計/プローブの詳細（Statistics/Probe Details）] エリアの [詳細の表示（View Details）] をクリ
ックして、そのサービス挿入の統計を表示します。詳細については、「サービス挿入統計情報の表示」
を参照してください。 
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サービス挿入統計の詳細の表示 
サービス挿入の構成が完了したら、そのサービス挿入の [統計/プローブの詳細（Statistics/Probe 
Details）] エリアで [詳細の表示（View Details）] をクリックすると、統計を表示できます。 

• [日付の選択（Select Date）] エリアで をクリックして、統計の日付範囲を変更します。 

• 統計に使用するスイッチを変更するには、[スイッチ（Switch）] エリアをクリックします。 

• 統計情報をクリアするには、[統計のクリア（Clear Stats）] をクリックします。 
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サービス機能の追加 
サービス機能を追加するには： 

1. [サービス 機能（Service Functions）] タブに移動します。 

a. 次の順に選択： 

[管理（Manage）] > [ファブリック（Fabrics）] 

b. 適切な Data Center VXLAN EVPN ファブリックをダブルクリッ

クします。ファブリックの[概要（Overview）] ウィンドウが表

示されます。 

c. [サービス（Services）] タブをクリックします。 

d. [ サービス機能（Service Functions） ] サブタブをクリックします。 

構成されたサービス機能のリストが表示されます。 

2. [アクション（Actions）] > [サービス機能の追加（Add Service Function）] をクリックします。 

[サービス機能の追加（Add Service Function）] ウィンドウが表示されます。 

3. サービス機能を追加するために必要な情報を入力します。 
 

フィールド 説明 

タイプ 次のタイプのサービス クラスタから選択します。 

• ファイアウォール 

• ロード バランサ 

• 仮想ネットワーク機能 

• その他 

サービス機能名 サービス クラスタの名前を入力します。名前にはアルファベット、数字、
アンダースコア、または文字を含めることができます。 

接続モード 接続モードを選択します。 

• 1アーム 

• 2アーム 

• Nアーム 

サービスVRF 次の状況で表示されます。 

• タイプ：ファイアウォール、ロード バランサ、仮想ネットワーキング
機能、 その他 

• [接続モード（Connectivity Mode）] ：[ワン アーム（One Arm）] 

このサービス機能に関連付ける既存の VRF をクリックするか、または 
+Create VRF をクリックして新しい VRF を作成します。詳細については  
LAN 動作モード設定のファブリックの概要の「VRF」セクションを参照して
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ください。 

ファーストアームVRF 次の状況で表示されます。 

• タイプ：ロード バランサ、仮想ネットワーキング機能 

• 接続モード：2 アーム、N アーム 

このサービス機能に関連付ける既存の VRF をクリックするか、または 
+Create VRF をクリックして新しい VRF を作成します。詳細については  
LAN 動作モード設定のファブリックの概要の「VRF」セクションを参照して
ください。 

セカンドアームVRF 次の状況で表示されます。 

• タイプ：ロード バランサ、仮想ネットワーキング機能 

• 接続モード：2 アーム 

このサービス機能に関連付ける既存の VRF をクリックするか、または 
+Create VRF をクリックして新しい VRF を作成します。詳細については  
LAN 動作モード設定のファブリックの概要の「VRF」セクションを参照して
ください。 

外部VRF 次の状況で表示されます。 

• タイプ：ファイアウォール 

• 接続モード：2 アーム、N アーム 

このサービス機能に関連付ける既存の VRF をクリックするか、または 
+Create VRF をクリックして新しい VRF を作成します。詳細については  
LAN 動作モード設定のファブリックの概要の「VRF」セクションを参照して
ください。 

内部VRF 次の状況で表示されます。 

• タイプ：ファイアウォール 

• 接続モード：2 アーム 

このサービス機能に関連付ける既存の VRF をクリックするか、または 
+Create VRF をクリックして新しい VRF を作成します。詳細については、
LAN 動作モード設定のファブリックの概要 の「VRF」セクションを参照し
てください。 

•  外部 VRF と 内部 VRFの両方に同じ VRF を選択すると、テナント内フ
ァイアウォールが構成されます。 

•  外部 VRF と 内部 VRFに異なる VRF を選択すると、テナント間ファイ
アウォールが構成されます。 



21  Cisco Confidential 

4. [+ サービス クラスタ論理接続の追加（+ Add Service Cluster Logical Connectivity）] をクリックし
ます。 

[サービス クラスタ論理接続の追加（Add Service Cluster Logical Connectivity）] ウィンドウが表示
されます。 

5. サービス クラスタの論理的な接続を追加ために必要な情報を入力します。 
 

フィールド 説明 

サービスクラスタ名 構成済みのサービス クラスタをセレクトするか、[サービス クラスタの追

加（Add Service Cluster）] をクリックして新しいクラスタを作成しま
す。詳細については、「サービス クラスタの追加 」を参照してください。 

IPv4またはIPv6 次のオプションから選択します。 

• IPv4 

• IPv6 

• IPv4 および IPv6 

次のフィールドは、選択した接続モードによって異なります。 

◦ [接続モード（Connectivity Mode）] フィールドで [ワンアーム（One Arm）] を選択した場合は、
次のフィールドが表示されます。 

 

フィールド 説明 

Service IPv4 IPv4 または IPv6 サービス アドレスを入力します。 

Service IPv6 

サービスネットワーク このサービス機能に関連付ける既存のサービス ネットワークを選択する
か、[+サービス ネットワークの 追加（+Add Service ネットワーク ）] 
をクリックして新しいサービス ネットワークを作成します。詳細につい
ては、「LAN 動作モード 設定のファブリックの概要」の「ネットワー
ク」セクションを参照してください。 

プローブ プローブはテナント間ファイアウォールには適用されません。 

このサービス機能に関連付ける既存のプローブを選択するか、[+プロー

ブの追加（+Add Probe）] をクリックして新しいプローブを作成しま
す。詳細については、「プローブ テンプレート 」を参照してくださ
い。 

ピアリング オプション このサービス機能に関連付ける適切なピアリング オプションを選択しま
す。以前に行った構成によっては、一部のピアリング オプションが使用
できない場合があることに注意してください。 

• スタティック 

• eBGP 

• [接続済み（Connected）]：すでに回送が構成されている場合は、こ
のピアリング オプションを選択します。テナント内ファイアウォー
ルには、ピアリング オプションとして [接続済み（Connected）] 
のみが表示されます。 
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ピアリング設定 このサービス機能に関連付ける適切なピアリング構成を選択するか、[+
ピアリング構成の追加（+Add Peering Configuration）] をクリックし
て新しいピアリング構成を作成します。詳細については、「サービス機
能テンプレート」を参照してください。 

◦ [ 接続モード（Connectivity Mode）] フィールドで [2 アーム（Two Arm）] を選択した場合は、
次のフィールドが表示されます。 

サービス機能タイプとしてファイアウォールを選択した場合は、サービスネット
ワークの修飾子として 内部と外部が表示されますが、サービス機能 としてロー
ドバランサまたは仮想ネットワーキング機能を選択した場合は 、First-Arm と
Second-Arm がサービスネットワークの修飾子として表示されます。 

 

フィールド 説明 

外部/First-Arm サービ
ス IPv4 

IPv4 または IPv6 外部サービス アドレスを入力します。 

外部/First-Arm サービ
ス IPv6 

外部/First-Arm サービ
ス ネットワーク 

このサービス機能に関連付ける既存の外部サービス ネットワークを選択
するか、[+サービス ネットワークの追加（+Add Service ネットワー

ク）] をクリックして新しい外部サービス ネットワークを作成します。 

プローブ Probe はテナント間ファイアウォールには適用されません。 

このサービス機能に関連付ける既存のプローブを選択するか、[+プロー

ブの追加（+Add Probe）] をクリックして新しいプローブを作成しま
す。詳細については、「プローブ テンプレート」を参照してください。 

ピアリング オプション このサービス機能に関連付ける適切なピアリング オプションを選択しま
す。以前に行った構成によっては、一部のピアリング オプションが使用
できない場合があることに注意してください。 

• スタティック 

• eBGP 

• [接続済み（Connected）]：すでに回送がある場合は、このピアリン
グ オプションを選択します。テナント内ファイアウォールには、ピ
アリング オプションとして [接続済み（Connected）] のみが表示
されます。 

ピアリング設定 このサービス機能に関連付ける適切なピアリング構成を選択するか、[+
ピアリング構成の追加（+Add Peering Configuration）] をクリックし
て新しいピアリング構成を作成します。詳細については、「サービス機
能テンプレート」を参照してください。 

内部/セカンドアーム サ
ービス IPv4 

IPv4 または IPv6 の内部サービス アドレスを入力します。 

内部/セカンドアーム サ
ービス IPv6 
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内部/セカンドアーム サ
ービス ネットワーク 

このサービス機能に関連付ける既存の内部サービス ネットワークを選択
するか、[+サービス ネットワークの追加（+Add Service Network）] 
をクリックして新しい内部サービス ネットワークを作成します。詳細に
ついては、『About  Fabric Overview for LAN Operational Mode 
Setups』の「Networks」セクションを参照して ください。 

プローブ プローブはテナント間ファイアウォールには適用されません。 

このサービス機能に関連付ける既存のプローブを選択するか、[+プロー

ブの追加（+Add Probe）] をクリックして新しいプローブを作成しま
す。詳細については、「プローブ テンプレート」を参照してください。 
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ピアリング オプション このサービス機能に関連付ける適切なピアリング オプションを選択しま
す。以前に行った構成によっては、一部のピアリング オプションが使用
できない場合があることに注意してください。 

• スタティック 

• eBGP 

• [接続済み（Connected）]：すでに回送が構成されている場合は、こ
のピアリング オプションを選択します。テナント内ファイアウォー
ルには、ピアリング オプションとして [接続済み（Connected）] 
のみが表示されます。 

ピアリング設定 このサービス機能に関連付ける適切なピアリング構成を選択するか、[+
ピアリング構成の追加（+Add Peering Configuration）] をクリックし
て新しいピアリング構成を作成します。詳細については、「サービス機
能テンプレート」を参照してください。 

◦ [接続モード（Connectivity Mode）] フィールドで [N アーム（N Arms）] を選択した場合は、次
のフィールドが表示されます。 

 

フィールド 説明 

外部サービス IPv4 IPv4 または IPv6 サービス アドレスを入力します。 

Service IPv6 

 サービ
ス ネットワーク外 

このサービス機能に関連付ける既存の外部サービス ネットワークを選択
するか、[+サービス ネットワークの追加（+Add Service ネットワー

ク）] をクリックして新しい外部サービス ネットワークを作成します。
詳細については、LAN 動作モード 構成のファブリックの概要の「VRF」
セクションを参照してください。 

プローブ プローブはテナント間ファイアウォールには適用されません。 

このサービス機能に関連付ける既存のプローブを選択するか、[+プロー

ブの追加（+Add Probe）] をクリックして新しいプローブを作成しま
す。詳細については、「プローブ テンプレート」を参照してください。 

ピアリング オプション このサービス機能に関連付ける適切なピアリング オプションを選択しま
す。以前に行った構成によっては、一部のピアリング オプションが使用
できない場合があることに注意してください。 

• スタティック 

• eBGP 

• [接続済み（Connected）]：すでに回送が構成されている場合は、こ
のピアリング オプションを選択します。テナント内ファイアウォー
ルには、ピアリング オプションとして [接続済み（Connected）] 
のみが表示されます。 

ピアリング設定 このサービス機能に関連付ける適切なピアリング構成を選択するか、[+
ピアリング構成の追加（+Add Peering Configuration）] をクリックし
て新しいピアリング構成を作成します。詳細については、「サービス機
能テンプレート」を参照してください。 

6. [サービス クラスタ論理接続の追加（Add Service Cluster Logical Connectivity）] ウィンドウに必
要な情報を入力したら、[保存（Save）] をクリックします。 
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[サービス機能の追加（Add Service Function）] ウィンドウに戻ります。 
 

7. 前の手順を繰り返して、サービス クラスタの論理的な接続エントリを追加するか、 
[サービス機能の 追加（Add Service Function）] ウィンドウで [保存（Save）] をクリックして、サ
ービス機能情報を保存します。 

[ファブリックの概要（Fabric Overview ）] ページに戻ると、 [サービス（Services）] > [サービ

ス機能（Service Functions）] が選択されています。表示される構成済みサービス機能のリストで、

次のいずれかの操作を実行します。 

• サービス機能のエリアの右上隅にある下矢印をクリックすると、その機能に関する追加情報が表示さ
れます。 

• サービス機能を選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）] をクリックして、そのサービス機能
構成を編集します。 

• サービス機能を選択し、[アクション（Actions）] > [削除（Delete）] をクリックして、その機能クラス
タを削除します。 

リモート ピア 
NDFC リリース 12.2.1 以降、リモート ピアリング機能は、レイヤ 4 ～ レイヤ 7 のすべてのサービス ノ
ード タイプでサポートされます。これにより、サービス クラスタのコントロール プレーン ピアリングを
物理ポートの接続から分離できます。 

サービス クラスタのルート ピアリングを構成するプロセスの一部として、デフォルトのサービス スイッ
チではなく、リモート リーフ、ボーダー、またはボーダーゲートウェイ スイッチで eBGP ダイナミック 
ピアリングを指定するオプションがあります。また、レイヤ 4 ～ レイヤ 7 サービスの eBGP テンプレー
トへのアップデートを通じて、リモート ピアリング関連の構成をプッシュすることもできます。 

リモート ピアリング機能を使用すると、サービス ノードは、eBGP ダイナミック ピアリングを介して複
数のリモート リーフ、ボーダー、またはボーダー ゲートウェイ スイッチとピアリングできます。リモー
ト ピアリングの構成プロセスの一環として、ローカル ピアリング、リモート ピアリング、またはローカ
ルとリモート ピアリングのいずれかを選択し、リモート ピアリング用の eBGPテンプレートを使用してゲ
ートウェイをエクスポートするかどうかを選択できます。 

注意事項と制約事項 

• リモート ピアリング機能は、eBGP ダイナミックピアリングでのみサポートされます。 

リモート ピアリングの構成 

VNF サービス デバイスのリモート ピアリングを構成するには、次の手順を実行します。 

1. 「 サービス挿入 の追加」に記載されている手順を使用して、通常どおりにサービス挿入を構成します。 

2. 「 サービス機能 の追加」の手順を使用して、通常どおりにルート ピアリングを構成し、リモート ピ
アリング機能専用の次の構成を行います。 

リモート ピアリングを有効にし、複数のリモート スイッチとのダイナミックピアリングを定義するに
は、次の構成を行います。 

a. [ピアリング オプション（Peering Option）] フィールドで、 [eBGP]を選択します。 
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b. [リモート ピアリング構成の追加（Add Remote Peering Configuration）] をクリックして、リ
モート スイッチと対応するピアリング構成を指定します。 

c. リモート ピアリングを追加ために必要な情報を入力します。 
 

フィールド 説明 

スイッチ名 リモート ピアリングで使用するリモート スイッチを選択します。 

サービス クラスタに対してローカルではないリーフ、ボーダー、または
ボーダー ゲートウェイ スイッチのみが、このフィールドのオプションと
して提供されます。 

• [スイッチ名（Switch Name）] フィールドに single-switch オプシ
ョン（leaf1-v など）が表示されている場合、これは単一のスタン
ドアロン リモート スイッチであることを意味します。 

• このフィールドにデュアル  スイッチ  オプション（たとえば、
bgw1-v 
~ bgw2-v））が表示され、これは vPC ペアであることを意味しま
す。 

ピアリング設定 既存のピアリング構成を選択するか、[+ ピアリング構成の追加（+ Add 
Peering Configuration）] をクリックして新しいピアリング構成を作成
します。 

[+ ピアリング構成の追加（+ Add Peering Configuration）] をクリッ
クすると、 service_ebgp_route ピアリング テンプレートが表示され
ます。 [service_ebgp_route]で提供される情報を使用して構成を完了し
ます。 

d. チェックマークをクリックして、[リモート ピアリング構成（Remote Peering Configurations）] 
エリアの変更を受け入れます。 

e. これらの手順を繰り返してリモート ピアリング構成を追加するか、[サービス クラスタ論理接続の 
追加（Add Service Cluster Logical Connectivity）] ウィンドウで [保存（Save）] をクリック
します。 

[サービス機能の編集（Edit Service Function）] ウィンドウに戻ります。 

f. 前の手順を繰り返してサービス クラスタの論理的な接続構成を追加か、[サービス機能の編集

（Edit Service Function）] ウィンドウで [保存（Save）] をクリックします。 

[サービス（Services）] の下の [サービス機能（Service Functions）] タブに戻ります。 
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サービス クラスタの追加 
サービス クラスタは、そのサービス クラスタの一部として存在するサービスノードの数に関係なく、単
一の MAC IP アドレスが割り当てられた論理構成体です。 

たとえば、これらの手順でサービス クラスタを作成するときに、[ノード冗長性（Node Redundancy）] 
フィールドで [スタンドアロン（Standalone）] を選択すると、そこで単一ノードをサービス クラスタに
追加し、単一ノードをもつそのサービス クラスタが 1 つのMAC IP アドレスを持ちます。同様に、[ノー

ド冗長性（Node Redundancy）] フィールドで [アクティブ/スタンバイ クラスタ（Active/Standby 
Cluster）] を選択し、サービス クラスタに 2 つのノードを追加する場合、2 つのノードがそのサービス 
クラスタの一部であっても、そのサービス クラスタにも 1 つの MAC IP アドレスが割り当てられます。 

サービス クラスタを追加には、次の手順を実行します。 

1. [サービス クラスタ（Service Clusters）] タブに移動します。 

a. 次の順に選択： 

[管理（Manage）] > [ファブリック（Fabrics）] 

b. 適切な Data Center VXLAN EVPN ファブリックをダブルクリッ

クします。そのファブリックの[概要（Overview）] ウィンドウ

が表示されます。 

c. [サービス（Services）] タブをクリックします。 

d. [サービス クラスタ（Service Clusters）] サブタブをクリックします。 

構成されたサービス クラスタのリストが表示されます。 

2. [アクション（Actions）] > [サービス クラスタの追加（Add Service Cluster）] をクリックします。 

[サービス クラスタの追加（Add Service Cluster）] ウィンドウが表示されます。 

3. サービス クラスタを追加するために必要な情報を入力します。 
 

フィールド 説明 

タイプ 次のタイプのサービス クラスタから選択します。 

• ファイアウォール 

• ロード バランサ 

• 仮想ネットワーク機能 

• その他 

サービスクラスタ名 サービス クラスタの名前を入力します。名前にはアルファベット、数字、
アンダースコア、または文字を含めることができます。 
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ノードの冗長性 ノードの冗長性を選択します。 

• [スタンドアロン（Standalone）]：次の手順で単一のサービス ノード
を追加する場合に適用されます。 

• [アクティブ/スタンバイクラスタ（Active/Standby Cluster）]：次の
手順で 2 つのサービスノードを追加する場合に適用されます。 

• [アクティブ/アクティブクラスタ（Active/Active Cluster）]：次の手
順で 3 つ以上のサービス ノードを追加する場合に適用されます。 

フォーム ファクタ [物理（Physical）] または [仮想（Virtual）] を選択します。 

4. [+ サービスノードの追加（+ Add Service Node）] をクリックします。 

[サービス ノードの追加（Add Services Node）] ウィンドウが表示されます。 

5. [サービス ノード名（Service Node Name）] フィールドにサービス ノードのノード名を入力します。 

6. [+ サービス ノード物理接続の追加（+ Add Service Node Physical Connectivity）] をクリックします。 

[サービス ノード論理接続の追加（Add Service Node Physical Connectivity）] ウィンドウが表示さ
れます。 

7. [サービス ノード接続の追加（Add Service Node Connectivity ）] ウィンドウで、必要な情報を入力
します。 

 

フィールド 説明 

サービスノード名 前の手順で入力したサービス ノード名が自動的に入力されます。 

サービス ノード インタ
ーフェイス 

サービス ノード インターフェイスを入力します。サービス ノード インタ
ーフェイスは可視化に使用されます 

サービス ノード インタ
ーフェイスの使用状況 

サービス ノード インターフェイスの使用状況を選択します。表示されるオ
プションは、この手順で以前に選択したサービス クラスタ タイプによって
異なります。 

• ファイアウォール： 

◦ 外部 

◦ 内部 

◦ [内部-外部（Inside-Outside）]：このリンクは、内部と外部の両方
に使用できます。 

• ロード バランサ、仮想ネットワーキング機能、またはその他： 

◦ ファースト アーム 

◦ セカンド アーム 

◦ ファースト-セカンド アーム：このリンクは、最初のアームと 2 番
目のアームの両方に使用できます。 

アタッチされたスイッチ リストからスイッチまたはスイッチ ペアを選択します。 
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スイッチ インターフェ
イス 

リストからインターフェイスを選択します。 

• [アタッチされるスイッチ（Attached Leaf Switch）] リストから vPC 
ペアを選択すると、vPC チャネルが [スイッチ インターフェイス

（Interface）] リストに表示されます。 

• それ以外の場合、トランク モードのポートチャネルおよびインターフ
ェイスは、[スイッチ インターフェイス（Switch Interface）] リスト
に表示されます。 

リンク テンプレート 指定されたアタッチ済みスイッチ インターフェイス タイプに基づき、ドロ
ッ プ ダ ウ ン  リ ス ト か ら  service_link_trunk 、
service_link_port_channel_trunk、または the service_link_vpc を選択し
ます。テンプレート フィールドについての詳細は、「テンプレート」を参
照してください。 

8. [サービス ノード物理接続の追加（Add Service Node Physical Connectivity）] ウィンドウに必要な
情報を入力したら、[保存（Save）] をクリックします。 

[保存（Save）] をクリックすると、[サービスノードの 追加（Add Service Node）] ウィンドウに戻
ります。 

9. 前の手順を繰り返して別のサービス ノード インターフェイスを追加か、[サービス ノードの 追加

（Add Service Node）] ウィンドウで [保存（Save）] をクリックしてサービスノード情報を保存し
ます。 

[サービス クラスタの追加（Add Service Cluster）] ウィンドウに戻ります。 

10. 前の手順を繰り返して別のサービスノードを追加か、[サービス クラスタの 追加（Add Service 
Cluster ）] ウィンドウで [保存（Save）]  
をクリックして、サービス クラスタ情報を保存します。 

[ノード冗長性（Node Redundancy）] フィールドで [スタンドアロン（Standalone）] 
を選択した場合、[+ サービスノードの追加（ + Add Service Node）] オプションはグ
レー表示され、選択できません。 

[保存（Save）] をクリックすると、[サービス（ Services）] > [ サービス クラスタ （Service 
Clusters）] が選択された状態で [ファブリックの概要（ Fabric Overview ）] ページに戻ります。 

表示される構成済みサービス クラスタのリストで、次のいずれかのアクションを実行します。 

• サービス クラスタのエリアの右上隅にある下矢印をクリックすると、そのクラスタに関する追加情報
が表示されます。 

• サービス クラスタを選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）] をクリックして、そのサービ
ス クラスタ構成を編集します。 

• サービス クラスタを選択し、[アクション（Actions）] > [削除（Delete）] をクリックして、そのサー
ビス クラスタを削除します。 
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サービス チェーンの追加 
サービス チェーンを追加して、トラフィックのリダイレクト方法を構

成します。サービス チェーンを追加するには、次の手順を実行します。 

1. [サービス チェーン（Service Chains）] タブに移動します。 

a. 次の順に選択： 

[管理（Manage）] > [ファブリック（Fabrics）] 

b. 適切な Data Center VXLAN EVPN ファブリックをダブルクリッ

クします。ファブリックの[概要（Overview）] ウィンドウが表

示されます。 

c. [サービス（Services）] タブをクリックします。 

d. [サービス チェーン（Service Chains）] サブタブをクリックします。 

構成されたサービス チェーンのリストが表示されます。 

2. [アクション（Actions）] > [サービス チェーンの追加（Add Service Chain）] をクリックします。 

[サービス チェーンの追加（Add Service Chain）] ウィンドウが表示されます。 

3. [ サービス チェーン名（Service Chain Name）] フィールドにサービス チェーンの名前を入力します。 

4. [+サービス チェーン エントリの追加（+Add Service Chain Entries）] をクリックします。 

5. サービス チェーン エントリに必要な情報を入力します。 
 

フィールド 説明 

シーケンス番号
（Sequence Number） 

シーケンス番号を入力します。シーケンス番号が小さいほど、プライオリ
ティが高くなります。 

たとえば、2 つのサービス チェーン エントリが構成されているとします。 

• ファイアウォール、シーケンス番号 10 

• ロード バランサ、シーケンス番号 20 

その後、シーケンス番号 10 のファイアウォールが優先順位され、シーケ
ンス番号が最初にトリガーされ、シーケンス番号 20 のロード バランサが
続きます。 

サービスクラスタタイプ 次のタイプのサービス クラスタから選択します。 

• ファイアウォール 

• ロード バランサ 

• 仮想ネットワーク機能 

• その他 

VRF このサービス チェーンに関連付ける既存の VRF を選択するか、[+ VRF の
作成（+ Create VRF）] をクリックして新しい VRF を作成します。 
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サービス機能 このサービス チェーンに関連付ける既存のサービス機能を選択するか、[+ 
サービス機能の追加（+ Add Service Function）] をクリックして新しい
サービス機能を追加します。詳細については、「サービス機能  の 追加 」
を参照してください。 

プローブ失敗時のアクシ
ョン 

適切なプローブ失敗時のアクションを選択します。オプションは、次のとお
りです。 

• 転送 

• ドロップ 

• Bypass 

• なし 

6. このサービス チェーン エントリの構成が完了したら、行の末尾にあるチェックマークをクリックして、
入力した値を受け入れます。 

追加のサービス チェーン エントリを構成するには、これらの手順を繰り返します。 

7. [サービス チェーン テンプレート（Service Chain Template）] の横にある下矢印をクリックしてそ
のエリアを展開し、[サービス チェーン テンプレート（Service Chain Template）] エリアで必要な
構成を行います。 

詳細については、「サービス チェーン テンプレート」を参照してください。 

8. [ サービス チェーンの追加（Add Service Chain）]ウィンドウ に必要な情報を入力したら、 [保存

（Save）] をクリックします。ファブリックの概要 ページに 戻り、[サービス（Services）] > [サ

ービス チェーン（Service Chains）] が 選択されています。 

表示される構成済みサービス チェーンのリストで、次のいずれかのアクションを実行します。 

• サービス クラスタを選択し、[アクション（Actions）] > [編集（Edit）] をクリックして、そのサービ
ス チェーン構成を編集します。 

• サービス クラスタを選択し、[アクション（Actions）] > [削除（Delete）] をクリックして、そのサー
ビス チェーンを削除します。 
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監査履歴の表示 
選択したサービス挿入またはサービス機能に関連するスイッチおよびネットワークの監査履歴を表示する
には、[サービス（Services）] ウィンドウの [監査履歴（Audit History）] タブをクリックします。[監査

履歴（Audit History）] ウィンドウの [監査ログ（Audit Logs）] テーブルには、実行されたすべてのアク
ションに関する情報が表示されます。 

• サービス クラスタ、サービス機能、サービス挿入、サービス チェーン、プローブ、ルート、および 
ACL の作成 

• サービス クラスタ、サービス機能、サービス挿入、サービス チェーン、プローブ、ルート、および 
ACL の削除 

• サービス クラスタ、サービス機能、サービス挿入、サービス チェーン、プローブ、ルート、および 
ACL の更新 

• サービス挿入の接続と取り外し 
 

フィールド 説明 

User Name サービス クラスタのユーザー名を指定します。 

ユーザー ロール 最新のアクションを実行したユーザー ロール名を指定します。 

行われるアクション 最近実行したアクションを指定します。 

エンティティ サービス クラスタ、 サービス 機能、 サービス チェーン、または サ
ービス挿入名などのエンティティの名前を指定します。 

ステータス success、invalidRequest、または processingErrorなどのアクション
のステータスを指定します。 

時間 そのノードのアクション時間を指定します。 

詳細 選択したサービス クラスタの詳細情報を表示するには、 [詳細情報

（More Info）] をクリックします。 

古い監査レポートを削除するには、[アクション（Action）] > [変更履歴の消去（Purge Audit History）]  
をクリックし、最大保持日を指定して、削除を確認します。監査ログ エントリを削除できるのは管理者ロ
ールを持つユーザーのみであることに注意してください。 
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テンプレート （Templates） 
• プローブ テンプレート 

• サービス機能サービス ネットワーク テンプレート 

• サービス機能テンプレート 

• サービス チェーン テンプレート 

• サービスノードリンクテンプレート 

• サービス挿入テンプレート 

プローブ テンプレート 
次のプローブ テンプレートは、NDFC リリース 12.2.2 以降で使用できます。 

service_endpoint 

L4-L7 サービスの ePBR サービス エンドポイント テンプレート。 
 

フィールド 説明 

一般的なパラメータ 

プローブの有効化 （反転された）ネクスト ホップアドレスのプローブを有効にするには、このボ
ックスをオンにします。 

プローブは、そのファブリックの [技術情報] にある [Per VRF Per VTEP 
Loopback IPv4 Auto-Provisioning] および [Per VRF Per VTEP  Loopback 
IPv6 Auto-Provisioning ] フィールドで構成されたループバック ファブリッ
ク全体の構成を使用します。詳細については、 「Data CenterVXLAN EVPN」 
を参照してください。 

プロトコル プローブに使用するプロトコルを指定します。オプションは、次のとおりで
す。 

• icmp 

• tcp 

• udp 

• http 

ポート番号 プロトコルが tcp または udp の場合にのみ、入力に対して表示されます。プロ
ーブのポート番号を入力します。有効な範囲：1 ～ 65535（推奨範囲：1025 
～ 65534）。 

 HTTP プローブの
ユーザー 入力  

プロトコルが http の場合にのみ、入力用に表示されます。HTTPプローブのユ
ーザー入力テキスト/ファイル名を入力します（例： http://192.168.50.254/  
index.html）。最大サイズ：99 

詳細設定 

しきい値（Threshold） しきい値（秒）を入力します。有効な範囲：1～60 

頻度 周波数の値を秒単位で入力します。有効な範囲：1 ～ 604800。 

http://192.168.50.254/index.html
http://192.168.50.254/index.html
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遅延 ダウン 変更履
歴 

遅延ダウン変更通告値を秒単位で入力します。有効な範囲: 1 
～ 180。 

遅延 アップ 変更履
歴 

遅延アップ変更通告値を秒単位で入力します。有効な範囲は1～ 180 

タイムアウト
（Timeout） 

タイムアウト値を秒単位で入力します。有効な範囲：1 ～ 604800。 

サービス機能サービス ネットワーク テンプレート 

Service_Network_Universal 
 

フィールド 説明 

一般的なパラメータ 

IPv4 Anycast 
Gateway/Netmask 

サービス ネットワークのゲートウェイ IP アドレスとマスクを指定します。 

IPv6 Anycast 
Gateway/Prefix 

サービス ネットワークのゲートウェイ IPv6 アドレスとプレフィックスを指定
します。 

VLAN 名 VLAN の名前を入力します。 

インターフェイスの説明 インターフェイスの説明を入力します。 

詳細設定 

ルーティングタグ ルーティング タグを指定します。有効値の範囲は、0 ～ 4294967295 です。 

サービス機能テンプレート 
• [service_static_route] 

• [service_ebgp_route] 

service_static_route 
 

フィールド 説明 

スタティック ルート [静的ルート（Static Routes）] フィールドにスタティック ルートを入力しま
す。回線ごとに1つのスタティックルートを入力できます。 

エクスポート ゲートウェ
イ IP 

クリックして、ゲートウェイIP（サービス ノード IP）アドレスをネクストホ
ップ アドレスとしてエクスポートします。 

service_ebgp_route 
 

フィールド 説明 

一般的なパラメータ 

サービス ノード ASN 次の最小値と最大値を使用して、サービス ノード ASNを指定します。 

• 1～4294967295 

• 1-65535 [.0-65535] 
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サービス  ノード
 の IP アドレ
ス 

IPv4 アドレスまたはネットマスク付きアドレスを指定します（たとえば、
1.2.3.4 または 1.2.3.1/24）。IPv4 または IPv6 アドレスは必須です。 

VTEP ごとに VRF ごと
 に自動作成さ
れたものを活用 
ループバック 

VTEP ループバック IP アドレスごとに VRF ごとに自動的に作成された を使用
するには、このボックスをオンにします。[Per VRF Per VTEP Loopback 
IPv4/IPv6 Auto-Provisioning] オプションがファブリック構成で有効になっ
ている場合にのみ適用されます。 

ループバックIP スイッチのループバックの IPv4アドレスを指定します。ループバック IPv4 ま
たは IPv6 アドレスは必須です。 

vPC ピアのループバック 
IP 

ピア スイッチのループバックの IPv4アドレスを指定します。シリアル番号が
小さいスイッチがこの値を使用します。 

エクスポート ゲートウェ
イ IP 

ゲートウェイ IP（サービス ノード IP）アドレスをネクスト ホップアドレスと
してエクスポートするには、 をクリックします。 

詳細設定 

サービス ノードの IPv6
アドレス 

ネイバーの IPv6 アドレスを指定します。 

ループバック IPv6 スイッチのループバックの IPv6 アドレスを指定します。 

vPC ピアのループバック 
IPv6 

ピア スイッチのループバックの IPv6アドレスを指定します。 

ルートマップ タグ インターフェイスIDに関連付けられているルート マップ タグを指定します。 

IPv4 インバウンド ル
ートマップ 

IPv4インバウンド ルートマップを指定します。このフィールドを空白のまま
にすると、ルート マップは使用されません。 

IPv4 アウトバウンド ル
ートマップ 

IPv4 アウトバウンド ルートマップを指定します。このフィールドを空白のま
まにすると、システムは EXTCON-RMAP-FILTER または EXTCON-RMAP-
FILTER-ALLOW-HOST を使用します。 

IPv6 インバウンド ル
ートマップ 

IPv6 インバウンド ルートマップを指定します。このフィールドを空白のまま
にすると、ルートマップは使用されません。 

IPv6 アウトバウンド ル
ートマップ 

IPv6 アウトバウンド ルートマップを指定します。このフィールドを空白のま
まにすると、システムは  EXTCON-RMAP-FILTER-V6 または  EXTCON-
RMAP-FILTER-V6-ALLOW-HOST を使用します。 

インターフェイスの説明 インターフェイスの説明を入力します。 

ローカルASN システム ASN を上書きするローカル ASN を指定します。 

アドバタイズ ホスト ルー
ト 

エッジルータへの/ 32および/ 128ルートのアドバタイズメントを有効にしま
す。 

eBGP パスワードの有効
化 

eBGP パスワードを有効にするには、このオプションを選択します。 

このオプションを有効にすると、次の [ファブリック構成から eBGP パスワー

ドを継承（Inherit eBGP Password from Fabric Settings ）] フィールドが自
動的に有効になります。 

ファブリック構成からの 
eBGP パスワードの継承 

[ファブリック構成（Fabric 構成）] から eBGPパスワードを継承するには、こ
のオプションを選択します。 

このオプションを有効にすると、次の eBGP パスワードおよび 
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[eBGP 認証キー暗号化タイプ（eBGP Authentication Key Encryption 
Type）] フィールドが自動的に無効になります。 

eBGP Password 上記の [ファブリック構成から eBGP パスワードを継承（ Inherit eBGP パス

ワード from Fabric 構成 ）] フィールドを有効にしなかった場合は有効になり
ます。 

有効になっている場合、暗号化された eBGP パスワードの 16 進文字列を指定
します。 

eBGP  認証キー暗号
化タイプ 

上記の [ファブリック構成から  eBGP パスワードを継承（ Inherit eBGP 
Password from Fabric Settings ）] フィールドを有効にしなかった場合は有
効になります。 

有効になっている場合は、BGP キー暗号化タイプを入力します。 

• 3：3DES 

• 7: Cisco 

[Enable Interface] インターフェイスを無効にするには、このオプションをクリアします。デフォ
ルトでは、インターフェイスは有効になっています。 

vPC 

vPC ピア リンクビアのピ
アリング 

vPC ピア リンクを介して per-VRF ピアリングを構成するには、このボックス
をオンにします。 

通常は、ファブリック レベルで vPC advertise-pip オプションを有効にしま
す。ファブリック内のすべての vPC ペアに対して vPC アドバタイズピップ設
定を行わない場合は、この [vPC ピアリンクを介したピアリング（Peering ビ
ア vPC Peer-Link）] オプションを活用します。このオプションは、レイヤ 4 
～ レイヤ 7 のデバイスを使用した共有ボーダー展開がある場合にも必要で
す。 

このタブの残りのフィールドは 、 
有効になる場合にのみ利用可能になります。 

送信元 IP 
アドレス/ネットマスク 

送信元 IP アドレス と ネットマスクを指定 し ます。 た
とえば 、192.168.10.1/30 です。 

宛先 IP アドレス 宛先 IP アドレスを指定します。たとえば、192.168.10.2 などです。シリアル
番号が小さいスイッチがこの値を使用します。 

送信元  IPv6 
アドレス/プレフィックス 

 送信 元  IPv6  アドレス と ネットマスクを指定しま
す。 たとえば 、2001:db9::1/120です。 

宛先  IPv6 
アドレス 

接続先 IPv6 アドレスを指定します。たとえば、2001:db9::10 です。シリアル
番号が小さいスイッチがこの値を使用します。 

 vPC ピア間の
ピアリング用の VLAN  

vPC 間の VLAN ピアリングの値を入力します（最小：2、最大：4094）。こ

のフィールドに値が指定されていない場合、VLAN ID は 、ファブリック設定
画面の [vPC] タブの [vPC ピア リンク VLAN 範囲（vPC Peer Link VLAN 
Range）] フィールドに表示される VLAN プールから自動的に割り当てられま

す。 

サービス チェーン テンプレート 



37  Cisco Confidential 

次のサービス チェーン テンプレートは、NDFC リリース 12.2.2 以降で使用できます。 

service_epbr 

L4～L7 サービスのサービス チェーン ポリシー テンプレート。 
 

フィールド 説明 

ハッシュ方法 ロード バランス メソッドを選択します。有効なオプションは次のとおりです。 

• src-ip：送信元の IP アドレス 

• dst_IP：接続先 IP アドレス 

ハッシュ バケット トラフィック流通のバケットを 2 のべき乗で入力します。最大：256。 

サービスノードリンクテンプレート 
• [service_link_trunk] 

• [service_link_port_channel_trunk] 

• [service_link_vpc] 

service_link_trunk 
 

フィールド 説明 

一般的なパラメータ 

[最大伝送ユニット
（MTU）] 

インターフェイスの MTU 値を指定します。デフォルトでは、ジャンボに設定
されています。 

SPEED インターフェイスの速度を示します。デフォルトでは、これは[自動（Auto）]
に設定されています。必要に応じて、サポートされている別の速度に変更でき
ます。 

トランク許可 VLAN 'none'、'all'、または VLAN 範囲を指定します。デフォルトでは、何も指定され
ていません。 

BPDUガードの有効化 ドロップダウン リストからオプションを選択します。使用可能なオプション
は、true、false、またはnoです。デフォルトでは、noが指定されています。 

ポート タイプ高速の有効
化 

このオプションをオンにすると、スパニング ツリー エッジ  ポートの動作が有
効になります。デフォルトでは有効になっています。 

[Enable Interface] このチェックボックスをオフにすると、インターフェイスが無効になります。
デフォルトでは、インターフェイスは有効になっています。 

詳細設定 

[送信元 インター
フェイスの説明 

送信元インターフェイスの説明を入力します。 

宛先 インター
フェイスの説明 

宛先インターフェイスの説明を入力します。 

[送信元 インター
フェイスの自由形式構成
（Source Interface 

送信元インターフェイスの追加 CLI を入力します。 
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Freeform Config）] 

[接続先 インター
フェイスの自由形式構成
（Destination Interface 
Freeform Config）] 

接続先インターフェイスの追加 CLI を入力します。 

service_link_port_channel_trunk 
 

フィールド 説明 

ポート チャネル モード ドロップダウンリストからポート チャネルを選択します。デフォルトでは、
アクティブが指定されています。 

BPDUガードの有効化 ドロップダウン リストからオプションを選択します。使用可能なオプション
は、true、false、またはnoです。 

[最大伝送ユニット
（MTU）] 

インターフェイスの MTU 値を指定します。デフォルトでは、ジャンボに設定
されています。 

トランク許可 Vlan 'none'、'all'、または VLAN 範囲を指定します。デフォルトでは、何も指定され
ていません。 

ポート  チャネ
ルの説明 

ポート チャネルの説明を入力します。 

自由形式の構成 必要な自由形式の構成 CLI を指定します。 

ポート タイプ高速の有効
化 

このオプションをオンにすると、スパニング ツリー エッジ  ポートの動作が有
効になります。デフォルトでは有効になっています。 

ポートチャネルを有効に
します 

ポート チャネルを有効にするには、このオプションをオンにします。デフォル
トでは有効になっています。 

 
service_link_vpc 

このテンプレートには指定可能なパラメータがありません。 

サービス挿入テンプレート 

service_pbr 
 

フィールド 説明 

一般的なパラメータ 

プロトコル ドロップダウンリストからプロトコルを選択します。オプションは、icmp、
ip、tcp、および udp です。 

送信元ポート 送信元ポート番号を指定します。ip または icmp が [プロトコル（Protocol）] 
で選択された場合 
フィールドが上にある場合、この [送信元ポート（Source Port）] フィールド
の値は無視されます。 
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宛先ポート 宛先ポート番号を指定します。上記の [プロトコル（Protocol）] フィールド
で  ip または  icmp を選択した場合、この  [接続先ポート（Destination 
Port）] フィールドの値は 無視されます。 

詳細設定 

ルートマップアクション ドロップダウン リストからアクションを選択します。オプションはpermitま
たはdenyです。[許可（permit）] を選択すると、一致したトラフィックはネ
クストホップ オプションと定義されたポリシーに基づいてリダイレクトされま
す。[拒否（deny）] を選択すると、トラフィックはルーティング テーブル ル
ールに基づいてルートされます。 

ネクストホップオプショ
ン 

ネクストホップのオプションを指定します。オプションは、none、drop-on-
fail、およびdropです。noneを選択すると、一致したトラフィックは定義され
たPBRルールに基づいてリダイレクトされます。drop-on-failを選択すると、
指定したネクストホップが到達不能な場合、一致したトラフィックはドロップ
されます。ドロップを選択すると、一致したトラフィックがドロップされま
す。 

ACL 名 生成されたアクセス制御リスト（ACL）の名前を指定します。指定しない場
合、これは自動生成されます。 

リバーストラフィックの 
ACL 名 

反転トラフィック用に生成されるACLの名前を指定します。指定しない場合、
これは自動生成されます。 

ルート マップ 一致
番号 

ルート マップの一致番号を指定します。有効な値の範囲は 1 ～ 65535 で
す。指定しない場合、ルートマップの一致シーケンス番号が事前定義されたリ
ソースプールから取得されます。この番号は、ACLの名前に関連付けられま
す。 

リバース トラフィックの
ルート マップ一致番号 

リバース トラフィックのルート マップ一致番号を指定します。有効な値の範
囲は 1 ～ 65535 です。指定しない場合、ルートマップの一致シーケンス番号
が事前定義されたリソースプールから取得されます。この番号は、リバースト
ラフィック用に生成されたACLの名前に関連付けられます。 

また、特定の要件に基づいてテンプレートをカスタマイズすることもできます。 
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